
行 政 視 察 報 告 書

令和7年 11月  19日

長浜市議会議長 伊藤喜久雄 様

長浜市議会議員竹本直隆

私が出席した次の行政視察の結果について報告しま現

視察等名  令和 7年度会派新しい風行政視察研修
視察期間  令和7年 11月 12日 (水)～ 11月 13日 (木 )
視察場所及び目的 厚生労働省 。農林水産省
厚生労働省・地域医療の方向性について

①地域医療構想の現状と今後の方向性

②公立・公的病院の役割と今後の方向性

③医師・看護師の確保対策と地域偏在是正策

農林水産省・今後の農業政策の方向性について

①担い手確保とスマート農業の推進

②6次産業化。地産地消の推進支援

③環境配慮型農業 (み どりの食糧戦略)の転換

4.調査内容感想等

・視察の目的

地域医療構想は中長期的な人口構造や地域の医療ニーズの質・量の変化を見据

え、良質かつ適切な医療を公立的に提供できる体制を確保するため、将来の必

要病床数を推計 し、医療機関からの報告等に基づき、地域 ごとに関係者の協議

″行 セゝ、 医療今諮総 力活 用 1フ 潅 んゞ
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②公立 。公的病院の と今後の方向
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民間病院 十チllJが困韓 凌へ き お lサ る医療や、始 舗 ′卜鳴・ 周 獲害・等 |こ

精神などの不採算・特殊部門に係る医療、民間病院では限界のある高度
。先進

医療のタタく冷公立病院が担っている割合な ど、 ま た 、  機 能 分 化 ・ 弓aイ比によ

る「地域完結型Jの医療体制を構築し、急性期機能・回復期機能 。慢性期機能

浚 ど 力明確イLす る 欠 冷 日的 と iフ た ^

⑥戻冑市・ 鏑の確保対策 と 早T策

医師数は国内令和 4年度で343 .275人 と 増加しているが、東北や中

ヤゝ ヤゝ に ヤゝ

いる。看護師の確保については地域医療介護総合確保基金を活用 した看護師等

養成所の整備や運営に対する支援、看護職員甕成所の学費の一部を給付するな

どの新規養成を図つている。復職支援については都道府県ナースセンターにお

い て 、 ハ コヽ―ヮークと連携 1ン 力鉦 料職 業紹介や 繹機 。相談対応 窯焔 ^看

護職員の多様なキャリア情報や研修
Jl青報を充実し、マイナポータルを通じて潜

在看護職員に提供する。定着促進については地域医療介護総合確保基金を活用

した、病 内保育所の整備運営、イ及
~B罠
室 。休憩 ペース等の新設・ 張など、

勤務環境改善に対する支援6医療従事者の環境改善のための体制整備に関する

コンサル イ ン グ の窯流′Fど 今ゝ 野 の石汗修 を 日

は

ヤ ,″ iタ

省 。今後の農業政策の方 について

伺め十日彰ゝ 》 ス ― 卜降業 維 准マ

型≧ ヤゝ
。経営強化支援

と鷲ゝに、 期実チ耳に離lt十、 キ日ヤ再手 が 弓1戸ゼ奪ザ1 の 向 Lttに め糸日▼f賜嘉

合の支援を充実 してい く。省力化技術の導入や化石燃料・化学肥料の低減など

の煮欲的′Ftti盟 り絹みにより、 の転換・ 率 膠 狩図 ろうとする掴い手

が、融資を活用するなどして農業機械
。施設を導入する際、補助金を交付する

ことにより主体的な経

、 法 人 3,000万円等 J

営確立を支援される。「補助率 :1/2 (上限個人1.500万円



支援対策

将来像が明確化された地域計画の早期実現を後押しするため、担い手の農地引

受力の向上等に必要な農業用機械・施設の導入及び農業用機械のリース導入が

支援されることを研修 目的 とした。「補助率 ;購入 3/10～ リース定額 (上限

個人1,500万円等」など

効率化等支援交付

経営改善に取 り組む場合に必要なの行よう機械・施設の導入を支援するととも

に、農地引受力の向上等に取り組む場合の支援。「補助率 ;購入 3/10. リース

定額 (上限 個人1,500万円等」
融奮主体 タイ プ

地域計画の目標地図に位置づけられたものが、融資を受けて、経営改善の取組

に必要な農業用機械・施設を導入する場合に支援されま現 また、スマート農

業・集約型農業経営、農業生産のグリーン化の取組について優先枠を設けて支

援されま現   「補助率 ;3/10 .(上限300万円)
十日ヽィ:ゝ 。経営輪イЙ寸樗事業

担い手の経営発展に必要な農業用機械等の導入に支援される交付金。
「令和 6

年度補正予算額 2 ,707百万円などさまざまな交付金を視察研修目的とした。

の 6 業イヒ。地産地消の維准す樗

農林漁業者及びその組織する団体が主体的に行う新事業の創出等の取り組みに

対 1ッて笠樗 を行 、ゝ 一 浚 産業 と iクての 業 た、二次産業 としての処浩業、ヤ

=汝 産 業 イマ の ガ 幸 準 等 の >の 絵 谷 的 一 旗 的 テ「
推 准 券 団 1・lttH'春か つ

源を活用した新たな付加価値を生み出す取組で、全国で農家や企業が取り組土

れてセゝ る 例を参考に 1ッ た ^

⑥環境 蔵4J墓業 (み どり ″n・糧醜Ⅲ各)の転換

農業由来の廃棄物減量や化学合成農薬使用量の削減につながる環境配慮型農業

への転換 を 窪業経営の糸X続 と 保全 を図 る とをどのようにされて

い るのか を目的 》 iタ

の結果 ″本 市 に ど 主 う |こ 庁日史ぶ せ る

厚生 では病院形熊 につ ヤゝて は あ くまで ギ、各 自治体の判断



を決定するものであり、国や県の意向で決めるものではないため取組の紹介等

く
｀`
ら ィヽゝし で斉′kヽ いとの ことてヽ iヽタ カ ^インか 1ツ 薮裟H県碧南市 や葉庫

県赤穂市民病院が相次いで指定管理者制度に移行されました。長浜市立病院は

単独での黒字化は絶望的であり、民間であれば、確実に倒産、閉院となつてい

ることが推測されます。政策医療と言われる救急医療や小児科・周産期・精神

科・災害などの診療科は長浜日赤病院が担つておられます。それでも収支比率

は トン トンで 推 秘 I´て い 支 早 く指宰管チ甲考告‖慮へ の移行 矛准 め ↓サれ 成、

岳浜市の の FF泊 は夕ヵくのサ ―ビス 影響 ″及 μと′Fり ま

農 。今後の の方向性については 大規模農家はJAか らの指

導や市からの支援ににより効率的な経営をされている農家が多 く、また昨今の

米の価格の魚騰により、利益が 卜昇 していると っているハただ小 構隆家は

肥料や農薬などの資材も高躊 しているので、相対的な利益は見込めないとも話

されてい 墓業相い手の不 とこと,と巾 IIIF日鶏れ域に夕ヵ (耳,誓 tす られ、 場の集約

かが難しとも言われている。中山間地域に特化した財政支援が必要ではないか

と推測で る^主 たスマー ト建業 を取 り絹んだ 闇企業 との連機に る効承イ比

は専門知識の導入によりさらなる効率化アップは利益率の向上につながると確

信 した∩
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値の創出事例などこうした取 り組みには農山漁村振興交付金が用意されて
い

て、長浜市には即適応できる補助令でもあ り、活用すべきと思うA

か た

う業 く活 で 斉る》事業者 に ▼ってι童嬉 i夕 い限りです kね ^


